
新年あけましておめでとうございます    肥留間 智子 
２０２１年、令和３年、丑年が始まりました。連日新型コロナウイルス感染症の

感染者数が報告され、その情報を聞いている限りでは収束する気配はなく、社会全

体や学校は具体的に今後どのような状況になるのか、不安でいっぱいの年の始まり

になってしまいました。 
しかし、下を向いてばかりではいけないと思っています。有名な話ですが、フラ

ンスの皇帝ナポレオンは、不可能を否定し可能性を信じて「吾輩の辞書に不可能の文字はない」と

言っています。また、高杉晋作は、この世をおもしろくさせるのもおもしろいこと

がない世にするのも自分の心ひとつであるとして「おもしろきこともなき世をおも

しろく」という名言を残しています。これは、どんな状況であっても、他人や周り

のせいにせず、自分に何ができるかを考える、つまり、何事も自分の考え方次第で

解決することができる、人を変えようとするのではなく「自分自身が変わること」

が大切だということだと思います。ゴールは１つでも、そこまでの道筋（方法）は

何通りもある、広い視野で、多角的に、物事を見つめられるか、柔軟な対応ができるか、わずかな

可能性でも、できることはないか探ることができる人は、たくさんの引き出しを持っているので、

困難に強いのだと思います。そして、「笑顔」です。笑顔でいることは、自分の人生をより価値の

あるものへと成長させてくれます。また、その笑顔は、周りの人のエネルギーにもなっていきます。

困難な状況にあるときこそ、人としての本当の価値が見えてくるような気がします。 
子どもたちにとって、今年度は、今しかありません。やり直しはありません。だからこそ、ちょ

っとした工夫で乗り切れるものもあるのではないかと常に考えています。顔を上げて、前を向きど

んどん進んでいこうと思います。 
今年度の学校経営方針では、本校の３つのスローガンのうち「明るい学校」を重点として取り組

んできました。本校の子どもたちも先生方も、保護者の皆さんも、地域の皆さんも、みんなが自分

や周りの人たちを大切に思い、優しい気持ちのあふれる温かい学校づくりを目指してきました。コ

ロナ禍では、十分に指導する機会を作ることはできませんでしたが、コロナ禍だか

らこそ、優しい気持ちが学べたということもできます。今年度は、あと３ヶ月あり

ます。子どもたち一人一人にとってよりよいまとめができますよう、教職員一同力

を合わせて指導、支援して参りますので、更なるご理解ご協力をお願いいたします。         
南小だより さわやかなあいさつ 明るい教室 きれいな学校 
学校教育目標「心豊かにたくましく生きる児童の育成」   令和３年１月８日             かしこい子 やさしい子 たくましい子     第１２号 
今月の生活目標 『好き嫌いなく食べよう』      川越市立高階南小学校 

文部科学省新型コロナウイルス 
感染症対策「学びの保障」事業 
学習指導員（学習のサポート）として矢

澤美和子さん、スクールサポートスタッフ

（消毒などの環境整備）として東京家政大

学の内田凛花さんが配置されました。本校

の教育活動のお手伝いをしていただいて

います。 

越えていこう 川越 
新型コロナウイルス感染拡大の状況 
を乗り越え、未来に向けてメッセージ 
を発信していこうという小江戸観光協 
会主催の「越えていこう、川越」のポ 
スタープロジェクトに参加しました。 
高階南小学校は「笑顔いっぱいの学校 
をめざし、教職員一同頑張っていきま 
す」のメッセージを込めて作成しました。 


